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令令和和７７年年度度  事事業業報報告告  

一一般般社社団団法法人人  札札幌幌建建設設業業協協会会  

令和 7 年度は、世界的な物価上昇が続く中においても、日本経済は緩やかな回復

傾向にあった。しかし、米国や中国、ロシア、中東などの世界情勢が急激に変化し、

原油価格の高騰をはじめ、資機材価格の高止まりにより、更なる物価上昇や地域産

業への影響が懸念されるなど、予断を許さない状況が続いている。 

こうした中、令和 7 年度北海道開発予算は、様々な行政課題への対応により財政

状況が厳しい中ではあるものの、当初予算において前年度を上回る 5,624 億円の北

海道開発事業費が計上されるとともに、令和６年度補正予算では 1,744 億円が確保さ

れ、社会資本整備の着実な推進が図られた。 

 北海道では、気候変動の影響により 6 月から気温が急上昇し、現場における熱中

症対策が求められたほか、冬季には札幌圏で記録的な積雪が続き、緊急除排雪へ

の支援が求められるなど、自然災害リスクへの対応が続いた。 

このような厳しい環境の中、建設業は社会資本の整備を通じて地域経済を支える

一翼を担うとともに、災害の未然防止や災害時の応急対策・復旧に取り組み、市民の

安全・安心を守る重要な役割を果たしてきた。 

一方で、技術者や技能者の高齢化が進行しており、担い手の確保は引き続き喫緊

の重要課題となっている。 

 このため令和7年度は、時間外労働に関する罰則規定の適用や働き方改革関連施

策に迅速に対応するため、建設 DX の推進による生産性向上や職場・労働環境の改

善、さらには若手技術者・技能者の確保・育成など、経営基盤の安定化に向けた取

組を進めてきた。 

加えて、国、北海道及び札幌市などに対し、地域の実情や建設業界が直面する課

題を踏まえた意見交換や要望活動を精力的に実施し、社会資本整備の着実な推進

や地域産業の振興に向けた環境整備に努めてきた。 

こうした社会経済情勢の下、令和 7 年度事業計画に基づき、次のとおり事業活動を

実施したので報告する。 
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１．公共事業予算確保及び建設業の経営安定化に係る取組 

（１） 北海道開発予算の増額確保等を求めて、（一社）北海道建設業協会と連

携し、国や道などの関係機関へ要望・要請活動を行った。特に、１０月

に開催された国交省及び全建主催の地域懇談会では、「公共工事（国土強

靭化を含む）の推進」、「過酷な気候に対応した柔軟な働き方と規制や積

算等の在り方、生産性向上」、「賃上げと労務費の行き渡り、物価上昇と

価格転嫁、これらに対応した入札制度の在り方」、「外国人労働者等、建

退共制度・ＣＣＵＳ、災害対応、広報その他」などをテーマに要望・要

請を行った。

（２） 品確法の円滑な運用に向けて、工事施工の効率化や総合評価落札方式

をはじめとする入札・契約制度の改善などについて、会員からのアンケ

ート結果や随時の意見要望の照会をもとに、北海道開発局、札幌開発建

設部、北海道建設部、札幌建設管理部、札幌市との意見交換会及び定期

協議を開催するなどして、会員の受注確保と経営の安定化について要

望・要請を行った。

（３） 円滑な工事施工と公共工事の品質確保に向けた事項について、札幌市

に対する要望書をとりまとめ、札幌市及び市議会主要会派に対し令和８

年度予算編成に向けて要望行動を行った。

２．人材の確保・育成及び建設業のイメージアップ・働き方改革に

向けた取組 

（１） 札幌工業高校の土木科及び建築科の生徒並びに同高の保護者を対象に、

現場見学会をそれぞれ実施した。

また、北海道科学大学の土木系の学生を対象に、現場見学会を実施した。 

さらに、札幌商工会議所建設部会・設備工事部会主催の「出張お仕事体

験会（中学生向け業界ＰＲ事業）」に会員企業８社が出展するなど積極的

に参加協力した。 

（２） 会員企業における新入社員等の育成・定着や技術の研鑽を図るため、

新入社員研修会（28 社 113 名参加）を令和７年４月に、集合形式で開催

した。また、現場代理人等合同研修会（２講座）を、令和８年２月に、

オンライン形式で開催した。
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（３） 建設業のイメージアップを図るために、令和８年１月に「建設産業ふ

れあい展」に参加し、最新の ICT 施工機器の紹介や建設現場の VR・AI 技

術による重機シミュレータの体験、PR まんが「ただいま工事中！！（３

編）」を放映し、建設業の広報と情報発信を行った。

（４） 工科系専門学校との連携の中で、令和８年２月に札幌工科専門学校環

境土木工学科１年生１３名に、「CIM 等 3 次元モデルの連携・段階的構築」

について出前講座を実施した。

（５） 建設業の働き方改革に向けた取り組みを浸透させるため、３回にわた

り、「人材確保×仕組み作り セミナー」を、対面とオンラインのハイブ

リッド形式で開催した。（あいおいニッセイ同和損保主催、札幌建設業協

会及び札幌商工会議所等が後援）。また、セミナー終了後、個別相談会も

対面で開催した。

（６） 札幌工業高校の土木科及び建築科の生徒を対象に、２級施工管理技士

の資格取得を支援した。（土木科 47 名、建築科 26 名）

３．建設技術の向上、地域強靭化（災害対策）などに係る取組 

（１） 令和７年８月に、土木委員会で、「石狩川改修工事の内 北村遊水地排

水門工事」の現場見学会を行った。

また、令和７年８月に、建築委員会で、「札幌第４地方合同庁舎新営 23

建築工事」の現場見学会を行った。 

さらに、令和７年１０月に、賃金実態を適切に反映した公共工事設計

労務単価を設定するための公共事業労務費調査説明会（北海道開発局主

催）を会員企業に案内するとともに、札幌商工会議所、中小建設業協会

などとの共催により、「公共事業労務費調査勉強会・個別相談会」を開催

した。 

（２）令和７年１０月７日、札幌管区気象台担当者を講師に迎え「地球温暖化

と北海道の気候変化」「気象データの活用」など災害意識醸成のためのセ

ミナーを開催した。

（３）令和７年６月及び１１月に会員企業と事務局による BCP 合同訓練（安否

確認）を実施し、令和８年２月には BCP のフォローアップ会議を開催し、
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会員企業担当者と情報交換等を行った。 

(6 月 25 日 38 社、11 月 27 日 43 社) 

（４）石狩振興局及び空知総合振興局と締結した「災害時における応急対策業

務に関する細目協定」に基づき、令和７年６月に札幌建設管理部と事務

局・地区幹事社１社が参加し防災訓練（通信訓練）が行われた。

（５）札幌市と締結した「災害時における市有施設の応急修理等に関する協定

書」に基づき、令和７年１０月に、札幌市都市局と事務局・会員企業３

５社が参加し防災訓練（通信訓練）が行われた。また、令和７年１１月

には、「大規模災害時における札幌市土木施設等の応急対策業務に関する

協定書」を踏まえ、札幌市（建設局・下水道河川局・交通局・水道局）

と事務局で防災訓練（通信訓練）が行われた。

（６）令和７年度札幌市総合防災訓練（札幌市主催）に、札幌建設業協会と会

員企業５社が、初出展し、建設業が取り組んでいる事業の内容や災害時

の対応などについて、積極的に発信を行った。

※訓練参加者５，６５１人

４．ＣＳＲ・コンプライアンスなどに関する取組 

（１） 令和７年１１月に、総務、交通安全・暴力対策両委員会の合同で、CSR・

コンプライアンスセミナーと交通安全セミナーを開催、①「コンプライ

アンスは「守り」から「攻め」へ。選ばれる建設会社になるための新常

識」、②「北海道交通事故実態と事故防止対策」の講義を受け、会員企業

３３社７５名が知識の向上を図った。

（２） 「行動宣言２０１６」に基づき、令和６年度に活動した事例を５部門

ごとに行動宣言実践事例集として「概要版」及び「代表事例版」をとり

まとめ、会員企業間で情報共有を進めるとともに、協会ホームページ及

び冊子で広く情報発信した。

（３） 令和７年５月３０日の「札建協の日」に、協会会員の結束力強化と社

会貢献を目的として、清掃活動（道庁赤レンガ前庭周等）と交通安全街

頭啓発（北４条西４丁目交差点）を実施し、会員企業５３社１２０名が

参加した。 
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５．その他の取組 

（１） 毎月５日に「札建協だより」をメール形式で発行し、建設関連情報「会

員のひろば」や協会の活動状況（予定や結果）などを会員企業に対しお

知らせするとともに、協会ホームページや会員企業向けサイトを活用し、

迅速、かつ、わかりやすい形で、情報発信・情報提供を行った。

（２） 札幌建設業協会会長表彰式（５月）、優秀従業員表彰式（１１月）及び

全建会長表彰の伝達式（７月）を実施するとともに、祝賀会を開催し、

会員企業の役員・職員の功績を称えた。

（３） 会員の団結力強化と親睦を兼ねて、令和７年８月２１日、札幌リージェントゴ

ルフ倶楽部において、親睦ゴルフコンペを開催し、６９名（会員３０社、関係団

体等２社）が参加した。

（４） 人材確保及び「行動宣言２０１６」を広く PR するため、協会ホームペ

ージと会員企業のリクルートサイトとを結ぶため、改修を行った。

（５） 令和８年１月５日に、新年交歓会を開催し、関係来賓と会員企業約３

４５名が集い、活発な交流を図った。
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